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平成２３年度のこと 
                              会長 加藤 啓三 
  
 東京大学鷲谷いづみ教授が、子供向けに書いた本「セイヨウオオマルハナバチを追え」

（外来生物とはなにか）があります。この中で、「地域でとりくむ外来生物対策」のペ

ージに、本会の鬼怒川での「シナダレスズメガヤ抜き取り作業の取り組み」を紹介して

いただきました。本会はこの本を市内の小学校と中学校へ寄贈しました。 
 一方、子供達の環境学習としては３年前から、さくら市立押上小学校で「鬼怒川の自

然」をテーマに本会の出前授業が行われています。今年度は新たに氏家小学校、南小学

校が加わり、校外学習として鬼怒川河川敷やゆうゆうパークでシナダレスズメガヤの抜

き取り作業を実施することが出来ました。 
 さらに、宇都宮市立旭中学校の道徳の出前授業で「鬼怒川の自然環境について」の話

をしました。 
 栃木県立さくら清修高等学校の科学部が本会の行事にはじめて参加し、また、同校放

送部は、本会の「シルビアシジミ保全活動」を放送番組として、栃木県高等学校文化連

盟放送部会第３０回放送コンテスト新人大会の番組部門に参加する予定で、現在準備を

進めています。 
 シナダレスズメガヤ抜き取り作業には、宇都宮市環境学習センターの「鬼怒川再考講

座」の受講者や、東京大学の大学院生が参加しました。この他、多くの方々に協力して

いただきました。 
 秋には、市内で「シモツケコウホネ」が発見されました。この「シモツケコウホネ」

は栃木県内４番目の発見で、大阪市立自然史博物館の志賀隆学芸員の調査により、さく

ら市固有のものとわかりました。下野新聞や産経新聞の記事になりました。 
 ４月に「環境大臣表彰」（環境省）を、１１月に「下野ふるさと大賞 準大賞」（下

野新聞）を受賞したことをご報告して、本会の活動にご理解、ご協力をいただいている

会員の皆さまに深く感謝申し上げます。 
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「確かな未来」は私たちの手で 

真岡の自然を守る会会長 高松健比古 

 

この冬、私の住む真岡市南東部の山沿いでは、最低気温が連日氷点下１０度前

後まで下がる厳しい寒さが続きました。凍結した田んぼの土の中で、カエルたち

はどうしているか気になります。 

 さて、俳優で日本野鳥の会会長の柳生博さんは、講演などで「確かな未来はな

つかしい風景の中にある」と話されています。柳生さん自らが茨城県霞ヶ浦に近

い農村に育ち、いま八ヶ岳の森林再生に取り組んでおられますが、人と森や田畑

との関わりの中で、農村のたたずまいが一朝一夕にできたものではなく、人々の

暮らしの中で形成されてきたこと、そしてその里地・里山にこそ多くの野生の命

が存在することを実感されての言葉でしょう。田んぼと小川やため池など、「水」

の存在の重要性も同時に指摘しておられます。 

 私が今会長を務めている「真岡の自然を守る会」は、昨年結成４０周年を迎え

ました。１９７１年の結成当時は、全国的に自然保護運動が盛り上がった時期で

したが、その運動の対象は、奥日光や尾瀬をはじめもっぱら貴重な原生林とか国

立公園の自然など、私たちとはかけ離れた所の自然でした。むろんそれらは「地

球の宝」的存在ですが、貴重さ故に守られる自然がある一方で、私たちの身の回

りのありふれた林や川が、守るべき価値はないと切り捨てられ、破壊されたこと

も事実です。 

 真岡市には高い山も原生林もない。でも豊かな平地林や里山があり、鬼怒川な

どの河川もある。たくさんの野生の動植物が生きている。その郷土の自然を、そ

こで暮らす私たち市民が自らの手で守ろうではないか。－－今でこそ当たり前に

なった考え方ですが、当時それを訴えて会を結成した先輩たちの慧眼には、今更

ながら敬服しています。 

 ２１世紀になって、里地・里山は世界的な注目を集めることになりました。生

物多様性保全の実例そのものだからでしょうか。生物多様性条約第10回締約国会

議を契機として、「SATOYAMAイニシアティブ」が国際的に推進されようとしてい

ます。 

 カワラノギクやシルビアシジミをシンボルとして、「うじいえ自然に親しむ会」

の皆さんが取り組んでおられる鬼怒川中流

部の保全活動も、また、私たち真岡市民が

下流で取り組んでいる鬼怒水辺観察緑地の

保全活動も、いずれもこうした世界的な流

れに沿うものだと思います。 

 市民が汗を流し、自らの手で郷土の自然

保護に取り組む活動がなければ、どれだけ

行政が予算を取ろうが広報宣伝に躍起にな

ろうが、実際の効果はあげられません。 

同じふるさとに生きる多様な野生生物と 

2 真岡の鬼怒水辺観察緑地・オオバンの池 



私たち人間。その両者が共に生きられる「確かな未来」を開くのは、私たち市民

の自立的・自発的な活動です。鬼怒川が結ぶさくら市と真岡市の市民団体同士、

お互いにこれからも楽しくがんばって行きましょう。            

   
 

 

 

うじいえ自然に親しむ会をもっと身近なものにするために 

   理事 佐藤 裕  

   

今 手元にうじいえ自然に親しむ会準備会の案内がある（平成１５年４月吉日）。 

準備会の加藤会長はここで次のようによびかけている。私たちは身近な動植物な

どの自然に親しみながら学習し、さらに自然の大切さを考えていくために「うじ

いえ自然に親しむ会」を発足させることにいたしました。堅苦しい規則などにし

ばられず、誰もが気軽に参加し楽しく活動の輪を広げていきたいと念じておりま

すと。この翌月５月２５日うじいえ自然に親しむ会が発足した。この時会員は３

０名、年間の行事計画は蝶、ホタルの観察会、カワニナとホタルの成虫放流、ミ

ュージアムの企画展フェントンとシルビアシジミ発見物語への見学、鬼怒川の植

物観察、標本作りなど９件とささやかなものだった。今、会員は１９６名（２３

年１２月２２日現在）年間行事は２０数件におよぶ。この間私たちの活動が広く

社会に認められてきたことはご存じのとおりである。 

しかしここで述べたいのはそうした実績のことではない。私たち役員は年間４

回の会合を持っている。昨年末、年１回の会報の発行を前に私たちは年間行事の

検討や総会に続く記念講演などの内容を話し合っていた。その際出されたのが会

の活動に対する次のような意見だった。『年間行事をみるといつも作業ばっかり

の気がします』『自然に親しむシーンが少ないのではないでしょうか』また、『こ

の会は自然保護活動の専門団体なの？』『勉強会、環境団体化しているのではな

いの』『自然同好会ではダメなの』などと人から尋ねられることがあるのですけ

れど。 

始めにもふれたがたしかに私たちの活動はそれなりの評価をえてきた。会員数

も増えた。でも実際の活動に参加してくれる人たちは本当に少ない。どうしてだ

ろう？上記のような指摘も一つの原因なのだろうか。保護活動と自然を楽しむこ

とは別のことなのだろうか。 

シンクグローバル、アクトローカルという言葉があります。考え方は地球規模で、

でも活動は実情に合わせて、といったほどの意味でしょうか。１００人いれば１

００通りの意見、考えがあります。会の行事に参加して俳句をひねってみよう。

写真を撮ってみよう。おいしい空気を吸ってみよう。雑学雑知識をふやしてみよ

う。どれも正解だとおもいます。そんな行事ももっと必要かもしれません。ため

になっただけでなく楽しかったということをプラスしたいものです。工夫が必要

です。いずれにしてもまずは参加してみてください。皆さんの意見を聞かせてく 
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高松健比古さんは、ＮＨＫ宇都宮ＦＭ（８０．３ＭＨｚ）「高松健比古のバードナビ」毎月第３火曜日

の夕方「とちぎ６時です！」（１８：００～１９：００）の中で１５分ほど野鳥の話を紹介しています。 

                          日本野鳥の会栃木「おおるり」より 

 

 



ださい。私自身の考えは自然保護活動の専門団体でもなく自然同好会でもないと

思っています。くりかえします。堅苦しい規則などにしばられず、誰もが気軽に

参加し、楽しく活動の輪を広げていきたい。会発足の趣旨は今もかわっていない

と思っています。でも自然を楽しむためにはその自然を守ってゆかねばなりませ

ん。その努力が求められます。皆さんの参加をお願いします。 

 

氏家小学校からメッセージをいただきました。 
加藤会長が講師に招かれて１０月３日、さくら市立氏家小学校５年生の総合的

学習「鬼怒川の自然環境について」でシルビアシジミやカワラノギクの保全活動

と、シナダレスズメガヤやオオキンケイギクの抜き取り作業などについて授業を

しました。 

 また１２月１４日には、さくら市立氏家小学校３年生の総合的学習「さくら市

を知る」で「さくら市の自然」についての学習に協力しました。 

 後日、参加した児童からメッセージがよせられましたので、ご紹介します。 

 

「きぬ川のしぜんについて教えていただきありがとうございました。加藤さんのおかげ

でシルビアシジミがぜつめつしそうな理由がわかり、きぬ川のしょく物もへっている事

が分かりました。きぬ川のうつくしいしぜんをのこすため、ぼくもきょう力したいで

す。」（３年生） 

「さくら市の自然についてたくさん知りました。ミヤコグサとカワラノギクの種やシル

ビアシジミの標本や花も見せてくださりありがとうございました。シルビアシジミは表

とうらで羽の色がちがうことを知ったり、ミヤコグサの種はすごく小さいことを知りま

した。カンバッチもありがとうございました。」（５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆今後の行事予定◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
平成２４年 
☆３月２０日（火）春分の日 ９：００～    シナダレスズメガヤ抜き取り作業 

（サッカー場西側保全地） 

☆４月１５日（日） シナダレスズメガヤ抜き取り作業とカワラノギクの種まき作業 

（東京大学実験地） 

☆５月２７日（日）       シルビアシジミ観察会及び平成２４年度定期総会 

      記念講演会 自然の恵みを農業に生かす～フクロウ米の里から～（仮題） 

          講師：逆面エコ・アグリの会 藤井伸一氏 
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さくら市ミュージアムにて３年生 東大実験地にて５年生 


